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議会だより 12月定例会

令和５年８月１日発行
高知県大月町議会
令和６年２月１日発行
高知県大月町議会

住 民 と 町 を つ な ぐ 議 会 で あ る た め 。 あ な た の 声 が 町 を 動 か す 。



令和６年１月３日に「二十歳を祝う会」
４４名が大人としての新たな門出を迎えました。
令和６年１月３日に「二十歳を祝う会」
４４名が大人としての新たな門出を迎えました。

叶えたい夢叶えたい夢
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20歳に聞く20歳に聞く
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会　　計　　名 補　正　額 補正後予算額

一般会計

特別養護老人ホーム

国民健康保険

水道

介護保険

漁業集落排水処理事業

後期高齢者医療

給与等集中処理

補 正予算

◆主な補正内容

●災害対策費

問　住宅耐震関連事業が飛躍的に伸びているが、
要因は。

答　建築士会に委託をし、地区説明会や戸別訪
問を行い周知をした結果と思われます。

問　住宅耐震関連事業の実績件数と目標件数は。
答　令和５年１１月末の時点での実績は、耐震設

計１９件、耐震工事１９件、老朽住宅除却７件、
家具転倒防止６件、ブロック塀除却６件の
計４３件です。
予算上の目標は、耐震診断６５件、耐震設計
５０件、耐震工事４８件、老朽住宅除却１７件、
家具転倒防止３０件、ブロック塀除却３５件
です。

●支援給付金

問　１世帯７万円の給付日は。
答　現在事務処理及びシステム改修を行っ
ており、年明けの見込みです。

●保険給付費

問　県内国保一本化について、保険料の増
額による激変緩和分は基金を使うとし、
黒字が出るようかさ上げをしていると
聞いた。予算にある負担金の国保連合
会分、窓口支援分にいくらかさ上げ分
が含まれているのか。

答　負担金は病院受診等に係る給付費であり、
それ以外の要素は含まれていません。

◆補正に関する質疑

●一般会計

・宿毛市陸上競技場整備事業補助金の追加
・新たな管理型最終処分場の整備費負担金の増額
・価格高騰対策低所得世帯等支援給付金給付費
（非課税世帯１世帯につき７万円の交付）
・住宅耐震改修等事業補助金の増額

58億9051万円

3億5762万円

8億3931万円

3億0963万円

9億1699万円

9891万円

1億0231万円

9億0224万円

1億7012万円

△255万円

3268万円

882万円

6472万円

334万円

21万円

562万円

◆定例会の概要
　12月定例会は12月 7日から12日まで開かれ、補正予算（専決）2件、条例14件、補正予算

9件、人事案件2件、その他1件の合計28件が提出され、承認・可決した。
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条 例改正
主な改正条例

●国民健康保険税条例の一部を改正する条例

・地方税法等の一部改正により、産前産後期間に係る国保税の
　所得割額及び均等割額を減額する改正
●大月町印鑑条例の一部を改正する条例

・印鑑登録証明書の取得について、今後スマートフォンを用いた
　コンビニ交付を可能にするための改正
●大月町手数料条例の一部を改正する条例

・本籍地以外での戸籍謄本等の広域交付が可能となり、戸籍及び
　除籍の電子証明書提供用識別符号の発行事務が可能となること
　に伴う改正

人 事案件

議 案の議決内容

そ の他
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を

　求めることについて

・久松　美智　氏（弘見）
・坂本　芳美　氏（清王）
２名について、適任との意見を付した。

●債権の放棄について

・平成２年１０月１日付で償還の確約をし
　た「大唐畜産環境整備資金損失補償代
　位弁済金」の債権について、これまで
　の経過等からみて収納困難と判断した
　ため、議会の議決を得て債権を放棄する。

条　　例

補正予算

補正予算（専決）

人事案件

そ　の　他

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
ほか全１４件

一般会計・特別会計・病院会計

一般会計・水道特別会計

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること（２名）

債権の放棄について

全員賛成

全員賛成

全員承認

適　　任

全員賛成

12月　定　例　会
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ゼロカーボンシティ宣言における再生可能エネルギ－の活用方法

大月町のゼロカーボンシティ関係施策

ゼロカーボンシティとは
ＣＯ２の排出量を抑えることに努めることと、抑えきれないＣＯ２を
吸収する森林を若年齢化することの両立を目指すことを言う。

ＣＯ２排出量を減らす ＣＯ２を吸収する

・公共施設への太陽光パネル設置 ・未定

削減・吸収の両立が必要

木質バイオマス発電は…

・化石燃料よりもＣＯ２発生量が少ない
・町内山林の若年齢化による環境保全効果

ＣＯ２発生と吸収による
ゼロカーボン化の実現

※若い木はＣＯ２をより多く吸収する

・植林、間伐、伐採による林業の活性化
・発電関連事業での雇用創出
・災害時の町独自電力として活用

ゼロカーボン以外の
メリットも

木質バイオマス発電の導入によって、

様々な課題が解決すると思われる。

よって、
①地球温暖化対策実行計画を策定する上で、木質バイオマス発電の導入を検討すること。
②公共施設に係る電気量について、木質バイオマス発電を用いた場合の費用対効果及び、ＦＩＴ
制度やＪクレジット制度等を活用することにおいての合理性を調査すること。
③災害等における緊急事態の備えとなるよう、福祉施設等への有効な接続方法について調査す
ること。

を提言した。

産業建設常任委員会　結審報告
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定数の検討
　大月町議会では平成２４年改選時に定数を１２人か
ら１０人に減員して以来、１０人体制で議会活動を行
ってきた。前回の改正から１０年以上が経過し、人
口減少の只中である今が再検討の時期であると認識
したため、検討を行うこととした。なお、今回の検
討中に、地区長自治会からは「定数減の意見書」、
橘浦地区からは「定数維持の陳情書」が提出されて
おり、委員全員で内容を共有している。
　県内で先んじて議員定数を８人に改正している三原村及び梼原町での意見聴取を行った。
ただ、どちらの議会からも「８人に減らすことへの大きなメリット」は無いとの意見だった。
また、委員会の活動方法についても「全員所属の常任委員会一本化」方式と「分野別の常
任委員会複数」方式両方の意見を聞くことができた。

　議会は「議決機関」として、「二元代表制」の役
割を全うする必要がある。町長の議案を精査し、質
疑・討論を重ねて慎重に議決を行う。議案の精査に
は多角的な視野が必要であり、一般質問においても
議員個々が持つ思想や経験が豊かな政策論争を生む
ものと考える。

　また、議決には議長を除く出席議員の半数の同意が必要だが、病気等で出席ができなか
ったため議決人数が減ることはあれど、元々の母数である議員定数を減らした場合、最大
でも４人、場合によっては更に少ない人数で可決もしくは否決が可能となる。民意の反映
という点において、安易な議員定数の減は「偏り」を生む可能性にも繋がり、先述した「二
元代表制」の役割の全うも含め、現状の大月町における議員定数は「１０人を維持」するこ
とが望ましいと結論付けた。

　子育て世代や女性が立候補しやすい環境を作るためには、報酬の見直しが必要であると
の意見があり調査を開始した。
　全国町村議長会が発行する「議員報酬・政務活動費の充実に向けた論点と手続き」によ
る原価方式を採用し、議会・議員の活動日数を積算することから始め、報酬の算定モデル
を用いて適切な報酬を算定することで全員一致した。しかし、議員の任期が残り９か月と
迫っていることから、改選後１年ないし２年間の活動日数の算定により報酬額を示し、町
民と十分意見を交わすとともに、二元代表の一翼を担う議員の職務と職責を十分説明し見
直しを図ることを申し送ることにした。

報酬の検討

・少人数になると効率的に意見をまとめることができる。
・議員報酬は交付税で措置されているため、町の財政削減にはつながらない。
・発言する人が少なくなり、質疑などの減少やチェック機能の低下が起こる。
・委員会活動が低調になる。

定数を減らした場合

議会改革特別委員会　結審報告
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A
　
新
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
へ

の
切
り
替
え
を
検
討
し
て

い
る
７５
歳
以
上
の
対
象
者

に
１０
月
か
ら
切
り
替
え
と

聞
い
た
が
、
切
り
替
え
状

況
及
び
、
切
り
替
え
へ
の

総
額
費
用
は
。

岡
田
町
長
　
新
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
の
切
り
替
え
状
況
は
、

昨
年
度
取
り
換
え
を
行
っ

て
い
な
い
２
０
７
９
世
帯

に
対
し
て
意
向
調
査
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い

世
帯
や
居
住
地
の
特
別
な

理
由
が
あ
る
世
帯
な
ど
２

６
６
件
の
取
り
換
え
を
地

区
単
位
で
１２
月
よ
り
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　
総
費
用
は
１
億
１
３
９

１
万
１
０
５
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

A
　
各
地
区
で
人
口
が
減

少
し
、
高
齢
化
が
進
み
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持

続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
住
民
同
士
の
安
否

確
認
や
情
報
交
換
な
ど
大

変
貴
重
な
告
知
端
末
だ
が
、

利
用
状
況
は
。

岡
田
町
長
　
利
用
状
況
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

A
　
家
庭
訪
問
で
利
用
状

況
を
聞
く
と
、
利
用
し
て

い
る
方
は
と
て
も
重
宝
し

喜
ん
で
い
る
が
、
利
用
し

て
い
な
い
方
が
多
い
。
皆

様
に
喜
ん
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
認
知
症
予
防

ア
プ
リ
の
実
証
実
験
と
し

て
各
種
健
康
関
連
事
業
で

ア
プ
リ
の
説
明
や
操
作
方

法
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
思
う
よ
う
な
実
績

が
得
ら
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。
次
年
度
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
や
告
知
端

末
の
説
明
会
の
開
催
、
そ

し
て
、
電
話
や
訪
問
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
開
設

し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

を
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
総
合
経
済
対
策
の
３

つ
の
還
元
策
「
減
税
＋
給

付
」
還
元
の
中
の
一
つ
住

民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

に
対
し
一
世
帯
７
万
円
の

給
付
は
、
年
内
に
担
当
課

が
心
ひ
と
つ
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
も
給
付
で
き
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
予
算
は
可
決

し
て
い
ま
す
が
、
年
内
の

給
付
は
非
常
に
困
難
で
す
。

事
務
作
業
が
順
調
に
進
め

ば
、
来
年
の
２
月
上
旬
に

な
る
予
定
で
今
作
業
を
し

て
い
ま
す
。

A
　
高
知
県
の
市
町
村
別

の
総
生
産
と
経
済
成
長
率
、

平
成
２８
年
か
ら
令
和
２
年

度
の
統
計
デ
ー
タ
で
大
月

の
総
生
産
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
平

成
２９
年
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
は
プ
ラ
ス
成
長
だ
が
、

令
和
２
年
度
は
総
生
産
が

下
が
り
経
済
成
長
率
は
マ

イ
ナ
ス
１３
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
。
令
和
３
年
度
か
ら
の

統
計
は
分
か
ら
な
い
が
、

厳
し
い
状
況
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
の
経
済
対
策
は
。

岡
田
町
長
　
本
町
の
経
済

対
策
に
は
、
建
設
業
・
商

業
・
観
光
業
等
を
含
め
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

樫
西
園
地
の
キ
ャ
ン
プ
場

や
小
才
角
の
長
期
滞
在
型

複
合
施
設
な
ど
を
軸
に
関

係
人
口
の
創
出
を
図
り
地

場
産
品
の
消
費
拡
大
に
努

め
経
済
効
果
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
・

漁
業
・
林
業
が
地
域
経
済

発
展
の
重
要
な
産
業
と
考

え
農
協
・
漁
協
そ
し
て
森

林
組
合
等
関
係
団
体
と
連

携
し
、
生
産
性
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

ＣＯＳＡ（旧小才角小学校）でのイベント

新しい告知端末機

一　般　質　問

久米　里志 議員久米　里志 議員

新ＩＰ告知端末

住民の利用促進を
　説明会・窓口を設置／町長

新ＩＰ告知端末

住民の利用促進を
　説明会・窓口を設置／町長

経済対策

これからの経済対策は
　産業振興と
　　　消費拡大／町長

７
万
円
の
年
内
給
付
は

　
来
年
の
２
月
上
旬
予
定
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A
　
農
福
連
携
の
質
問
は

今
回
３
度
目
に
な
る
。
幡

多
地
域
農
福
連
携
協
議
会

が
発
足
さ
れ
た
が
、
こ
の

協
議
会
と
の
協
議
が
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
又
、

就
労
継
続
支
援
事
業
所
が

な
い
の
は
幡
多
地
域
で
大

月
町
だ
け
。
農
業
と
福
祉

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

よ
う
な
組
織
を
立
ち
上
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
障
害
者
福
祉

で
は
、
社
会
参
加
を
実
現

し
て
い
く
取
り
組
み
が
望

ま
れ
る
中
、
就
労
支
援
や

社
会
参
画
な
ど
を
実
現
す

る
有
効
手
段
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
町
と
し
て
は
現

在
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
が
、
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
は
、

団
体
と
協
議
を
す
る
場
を

持
ち
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
谷
健
康
福
祉
課
長
　
農

福
連
携
に
は
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
一
つ
は
就
労

継
続
支
援
事
業
所
と
の
農

作
業
委
託
と
、
も
う
一
つ

は
農
業
者
が
障
害
を
も
つ

方
々
を
直
接
雇
用
す
る
タ

イ
プ
で
す
。
大
月
町
に
は

就
労
継
続
支
援
事
業
所
が

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は

困
難
な
こ
と
か
ら
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

依岡　一生 議員依岡　一生 議員

A
　
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

っ
た
所
が
、
３
年
あ
ま
り

空
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
町
長
の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
の
拠
点
に
飲
食
が
な

い
の
は
非
常
に
不
便
で
あ

り
、
解
消
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

ま
だ
後
任
が
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
再
度
募

集
要
項
を
検
討
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

A
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に

あ
る
ア
ト
リ
エ
棟
は
、
令

和
４
年
度
に
は
１
８
８
２

万
円
予
算
計
上
し
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

活
用
す
る
と
の
説
明
だ
っ

た
。
こ
の
事
業
は
ど
こ
ま

で
進
み
、
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
。

岡
田
町
長
　
２
階
、
３
階

の
部
分
を
貸
し
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

改
修
工
事
を
実
施
し
、
令

和
５
年
１
月
に
完
了
し
て

い
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
企

画
に
参
加
を
し
、
企
業
の

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
活

動
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業
も
視
野
に
入
れ
、
本

町
に
新
し
い
事
業
の
参
入

を
実
現
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

２階の旧レストラン

高知県が発行するパンフレット

大月町のここを聞く

障害者就労支援

農福連携の進捗状況は
　協議会との連携を図り進める／町長

ふれあいパーク

2階の空きスペースの活用は
　レストラン必要／町長

産
業
振
興

ア
ト
リ
エ
棟
の

　
　
使
用
計
画
・
方
針
は

　
新
規
参
入
の

　
　
　
　
実
現
を
目
指
す
／
町
長

⑨



⑩

A
　
未
来
あ
る
若
手
職
員

が
仕
事
に
お
い
て
目
標
を

立
て
、
夢
や
事
業
提
案
を

語
る
場
を
設
け
る
こ
と
で

よ
り
意
識
を
高
め
て
は
ど

う
か
。

岡
田
町
長
　
夢
を
語
れ
る

場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
で
明
言
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
私
も
公

務
員
と
し
て
の
人
材
育
成
・

民
間
意
識
を
持
ち
な
が
ら

新
た
な
発
想
の
で
き
る
、

将
来
を
語
る
こ
と
の
で
き

る
職
員
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
の
将
来

を
提
案
で
き
る
職
員
の
育

成
、
発
言
で
き
る
職
場
環

境
の
在
り
方
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

A
　
令
和
４
年
度
小
学
校

の
授
業
時
数
実
績
を
み
る

と
、
国
が
定
め
る
標
準
授

業
時
数
を
上
回
っ
て
い
る

の
が
読
み
取
れ
る
。
特
に

低
学
年
に
と
っ
て
は
、
遊

ぶ
時
間
も
様
々
な
発
見
や

体
験
を
も
た
ら
す
大
切
な

時
間
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

経
験
が
心
身
と
も
に
健
康

に
発
達
し
て
い
く
こ
と
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
実
績
は
低
学

年
の
発
達
段
階
に
合
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
か
。

伊
与
田
教
育
長
　
大
月
小

学
校
で
は
校
長
が
責
任
を

持
っ
て
教
育
課
程
を
決
め

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
子

ど
も
の
実
態
に
沿
っ
て
や

っ
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
内
面
的
な

成
長
が
促
さ
れ
る
学
活
等

が
、
今
の
標
準
時
数
で
は

週
に
１
時
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
先
生
と
の
信
頼
関

係
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、

少
し
の
余
裕
を
持
つ
こ
と

は
、
発
達
段
階
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

A
　
全
体
的
に
見
て
も
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
国
の

定
め
る
働
き
方
改
革
に
逆

行
し
て
い
な
い
か
。
教
員

の
授
業
準
備
時
間
が
勤
務

時
間
内
に
確
保
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
教
員
の
残

業
時
間
は
全
体
に
ど
の
よ

う
な
実
態
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

伊
与
田
教
育
長
　
少
し
余

裕
の
あ
る
低
学
年
以
外
は
、

休
み
時
間
の
中
で
は
授
業

の
準
備
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
時
間
外
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
教
師
の

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
授
業
時
数
を
こ
な
す

こ
と
で
勤
務
外
が
全
て
増

え
て
く
る
か
と
言
っ
た
ら
、

そ
う
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

A
　
教
職
員
の
働
き
方
改

革
と
い
う
観
点
に
加
え
て
、

子
ど
も
た
ち
も
本
当
に
忙

し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
出
発
点
。
や

は
り
行
政
と
議
会
、
そ
し

て
大
人
た
ち
が
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
責

任
放
棄
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
。

伊
与
田
教
育
長
　
校
長
会

や
学
校
訪
問
に
お
い
て
、「
使

命
感
だ
け
で
長
く
子
ど
も

と
授
業
を
し
て
い
い
の
か
。

使
命
感
だ
け
で
今
ま
で
や

っ
て
き
た
。
そ
し
て
先
生

方
は
疲
弊
し
て
い
る
。
そ

し
て
先
生
方
が
良
か
れ
と

思
っ
て
や
っ
て
い
る
こ
と

が
も
し
子
ど
も
た
ち
に
負

担
と
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
見
直

す
べ
き
」
と
直
接
、
先
生

方
に
も
お
願
い
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

夢を語ろう

一　般　質　問

中田　巌 議員中田　巌 議員

若者が夢語れる場を
　職場環境のあり方さぐる／町長

人づくり

教
職
員
の
働
き
方
改
革

み
な
、
忙
し
す
ぎ
る
の
で
は

　
　
　
　
見
直
す
べ
き
／
教
育
長



A
　
国
は
「
こ
ど
も
基
本

法
」
を
定
め
、
こ
ど
も
の

意
見
表
明
権
と
市
民
と
し

て
の
権
利
の
主
体
を
認
め

た
。
大
月
町
は
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
、
こ
ど
も
議

会
を
定
例
化
し
、
こ
ど
も

の
提
案
に
予
算
を
つ
け
る

考
え
は
あ
る
か
。

伊
与
田
教
育
長
　
３
年
間

の
な
か
で
誰
も
が
一
回
は

経
験
す
る
よ
う
に
、
３
年

に
一
度
開
き
定
例
化
し
ま

す
。

岡
田
町
長
　
こ
ど
も
議
会

の
予
算
化
は
検
討
し
ま
す
。

新
谷
健
康
福
祉
課
長
　「
こ

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
「
こ
ど
も
施
策
」

を
盛
り
こ
ん
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

A
　
国
保
は
各
市
町
村
か

ら
県
の
運
営
に
な
り
、
令

和
１２
年
度
に
大
月
町
の
国

保
税
が
約
１
万
円
あ
が
る

予
定
。
高
額
医
療
費
も
８０

万
円
か
ら
４
２
０
万
円
未

満
は
市
町
村
の
負
担
に
な

る
。
健
康
、
予
防
の
取
り

組
み
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
違
い
も
考
慮
さ
れ
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
こ

れ
は
事
実
か
。
ま
た
、
改

善
す
る
よ
う
県
に
要
請
す

る
の
か
。

岡
田
町
長
　
令
和
１２
年
、

県
統
一
後
の
本
町
の
国
保

税
は
、
県
の
試
算
で
増
額

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。

　
県
単
一
化
は
、
県
内
ど

の
市
町
村
に
住
ん
で
い
て

も
同
じ
保
険
税
と
す
る
こ

と
で
、
公
平
性
の
確
保
と
、

急
激
な
保
険
税
負
担
の
増

加
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
安

定
的
か
つ
継
続
可
能
な
国

保
運
営
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
激
変
緩
和
に
つ
い
て
は

県
に
要
請
し
ま
す
。

新
谷
健
康
福
祉
課
長
　
高

額
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

８０
万
円
か
ら
４
２
０
万
円

未
満
な
ど
の
区
分
は
あ
り

ま
す
が
、
国
や
県
と
市
町

村
か
ら
集
め
た
県
全
体
の

プ
ー
ル
会
計
で
ま
か
な
い

ま
す
の
で
、
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
住
民
負
担
と
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A
　
来
年
は
、
町
長
が
見

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
最

期
の
予
算
編
成
と
な
る
。

来
年
度
の
最
上
位
の
具
体

的
取
り
組
み
は
何
か
。「
ふ

れ
あ
い
市
」
で
あ
る
直
販

所
を
、
木
造
な
ど
で
安
価

に
建
て
替
え
て
は
ど
う
か
。

岡
田
町
長
　
最
上
位
の
取

り
組
み
は
、
第
７
次
大
月

町
総
合
振
興
計
画
で
す
。

ふ
れ
あ
い
市
は
、
財
政
の

都
合
が
つ
け
ば
、
そ
の
場

し
の
ぎ
で
は
な
く
、
レ
ス

ト
ラ
ン
つ
き
で
計
画
し
て

い
き
た
い
の
が
本
音
で
す
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

ふれあい市

こども基本法

こども議会定例化と予算化を
　　３年に１度開きます／教育長

大月町のここを聞く

国
保国

保
税
は
あ
が
る
の
か

　
県
は
増
額
の
試
算
で
す
／
町
長

来
年
度
当
初
予
算

最
上
位
の
具
体
的
取
り
組
み
は

　
第
７
次
総
合
計
画
で
す
／
町
長

こども議会　２０２２年

⑪



編
集
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員
　

長
　
依
岡
　
一
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副
委
員
長
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
中
田
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委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

　
委
　
　
員
　
安
岡
　
邦
彦

編
集
後
記

編
集
後
記

　
二
十
歳
を
祝
う
会
は
、

若
者
た
ち
が
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
大
切
な
日
。

親
や
親
戚
と
し
て
は
お
祝

い
の
言
葉
と
と
も
に
子
供

に
対
す
る
思
い
や
、
激
励

の
一
言
を
伝
え
た
い
で
す

よ
ね
。

　
先
日
、
二
十
歳
を
祝
う

会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
中
、
艶
や
か
な

衣
装
に
身
を
包
み
、
久
し

ぶ
り
の
同
級
生
と
の
再
会

に
声
を
弾
ま
せ
楽
し
そ
う

に
会
話
を
し
て
い
る
姿
は
、

ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
瞬
間

で
し
た
。
こ
の
先
、
紆
余

曲
折
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

良
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
日
々

新
た
な
発
見
と
成
長
が
あ

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

祈
っ
て
い
ま
す
。

（
野
村
　
満
久
）

家
族
で
収
穫
中

ナ
ス
栽
培
の
き
っ
か
け
は

　「
昔
の
こ
と
に
な
る
け

ん
ど
、
１８
歳
の
時
に
６
か

月
間
農
業
実
習
を
受
け
、

４
年
く
ら
い
キ
ュ
ウ
リ
を

作
り
よ
っ
た
。
あ
る
時
、

安
芸
市
に
住
む
親
族
の
人

か
ら
ナ
ス
作
り
を
勧
め
ら

れ
て
始
め
た
が
よ
。
始
め

た
頃
は
ナ
ス
の
色
や
形
の

選
別
は
ゆ
る
く
、
高
く
売

れ
る
良
き
時
代
だ
っ
た
」

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て

い
た
。
始
め
は
１５
ア
ー
ル
、

次
第
に
面
積
を
広
げ
、
今

で
は
２８
ア
ー
ル
に
、
奥
さ

ん
と
息
子
さ
ん
と
３
人
で

米
ナ
ス
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
。

特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は

　「
そ
れ
は
西
南
豪
雨
災

害
や
ね
え
。
今
ま
で
順
調

に
進
ん
で
き
た
に
、
一
晩

中
降
り
続
い
た
大
雨
で
園

芸
ハ
ウ
ス
は
天
井
近
く
ま

で
水
没
、
機
械
や
資
材
、

ハ
ウ
ス
の
一
部
が
流
さ
れ
、

途
方
に
暮
れ
た
け
ん
ど
、

農
協
や
ハ
ウ
ス
部
会
の
人

た
ち
の
助
け
が
あ
っ
て
立

ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
今
で
も
皆
さ
ん
に
は
感

謝
し
て
い
る
と
話
し
て
い

た
。

栽
培
の
こ
だ
わ
り
は

　
多
く
の
人
に
安
心
し
て

食
べ
て
も
ら
う
た
め
「
天

敵
利
用
で
、
で
き
る
だ
け

農
薬
を
使
わ
な
い
よ
う
に

作
り
よ
る
」
と
収
穫
し
た

ば
か
り
の
紫
色
に
輝
く
ナ

ス
を
見
て
力
強
く
話
し
て

く
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

　「
コ
ロ
ナ
の
３
年
間
は
、

資
材
や
肥
料
な
ど
み
ん
な

値
上
が
り
し
た
け
ん
ど
、

ナ
ス
は
安
い
し
、
他
の
作

物
に
し
よ
う
か
と
思
う
た
。

近
頃
、
ナ
ス
は
少
し
値
上

が
り
し
て
き
た
け
ん
ど
、

暖
房
用
の
重
油
や
生
産
資

材
は
高
止
ま
り
し
て
経
営

は
厳
し
い
ま
ま
。
け
ん
ど

こ
の
ま
ま
終
わ
る
こ
と
は

で
き
ん
。
多
く
の
人
が
手

に
取
っ
て
く
れ
る
柔
ら
か

く
旨
い
ナ
ス
を
作
り
、
喜

ん
で
食
べ
て
も
ら
う
よ
う

頑
張
る
」
と
真
剣
な
眼
差

し
で
語
っ
て
く
れ
た
。

（
取
材
　
安
岡
　
邦
彦
）

田城の園芸ハウスで、家族３人でナスを
栽培している谷岡俊男さんを訪ねました。

谷岡　俊　男 さん

　　　美津子 さん

　　　利　泰 さん

としお

みつこ

としやす

谷岡　俊　男 さん

　　　美津子 さん

　　　利　泰 さん

としお

みつこ

としやす

ナス栽培一筋５５年ナス栽培一筋５５年ナス栽培一筋５５年
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